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山梨県地域がん登録事業より

１ 集計について
（１）罹患数

２０１０年（平成２２年）１月１日から１２月３１日の１年間に新たにがんと診断された
県民のがんの罹患数（再発を含まない）。

（２）集計方法
地域がん登録標準データベースシステムにより、一腫瘍一登録により実施。
多重がんについては判定規則（Recording rule）により集約し、全国モニタリング集

計項目に基づく統計データを作成
（３）集計の時期

平成２５年１月３１日

２ 結果の概要
（１）罹患数

罹患数は、４，３２４件（男性２，５７２件、女性１，７５２件）で、部位別では、図１のと
おり、「胃」６６８件、「大腸」６６２件、「肺」５５０件、「肝及び管内胆管」３６３件、「前立
腺」３２８件、「乳房」３１８件の順であった。
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これまでの３年間の罹患数は表１のとおりで、２０１０年の罹患数を２００９年と単純に
比較すると、１，２７５件減少しており、男性では６８８件、女性では５８７件の減少がみら
れた。

部位別の罹患数、罹患割合は表２のとおりで、２００９年との比較により減少が著しい
のは、「胃」１９５件減、「大腸」１７９件減、「乳房」１６５件減、「前立腺」１６１件減であった。

罹患数は減少しているが、部位別の全罹患数に占める割合は、２００９年と比較すると
「肺」が１．２％の増、「前立腺」「乳房」がそれぞれ１．２％の減となっているが、その他の
部位では２００９年と大きな変化はなく、各部位の占める割合に変わりはない。

罹患数罹患数罹患数罹患数 2008200820082008年年年年 2009200920092009年年年年 2010201020102010年年年年

総罹患数 ５，７５５ ５，５９９ ４，３２４

内訳 男性 ３，３６６ ３，２６０ ２，５７２

女性 ２，３８９ ２，３３９ １，７５２

表１ 罹患数

2008200820082008年年年年 2009200920092009年年年年 2010201020102010年年年年

部位 罹患数（割合） 部位 罹患数（割合） 部位 罹患数（割合）

１位 大腸
９１８

（１６．０％） 胃
８６３

（１５．４％） 胃
６６８

（１５．４％）

２位 胃
８５９

（１４．９％） 大腸
８４１

（１５．０％） 大腸
６６２

（１５．３％）

３位 肺
６７６

（１４．３％） 肺
６４６

（１１．５％） 肺
５５０

（１２．７％）

表２ 部位別罹患数・罹患割合
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男女別の罹患数は、図２のとおり。
男性は、「胃」４４８件、「肺」３９０件、「大腸」３８２件、「前立腺」３２４件、「肝および肝内胆
管」２４２件の順であった。２００９年の罹患数と単純に比較すると、「前立腺」１６１件減少、
「胃」１１５件減少、「大腸」８６件減少となっている。
女性は、「乳房」３１６件、「大腸」２８０件、「胃」２２０件、「肺」１６０件、「肝および管内胆管」
１２１件の順であった。２００９年の罹患数と単純に比較すると、「乳房」１６４件減少、「大
腸」９３件減少、「胃」８０件減少となっている。

図２ 男女別がん罹患数



図４ 年齢別罹患割合

図３ 年齢別罹患数

（２）年齢階級別罹患数
年齢別の罹患数及び割合は、図３、４のとおりで、６０歳以上が、３，６５９件で全年齢

の８４．６％を占め、就労年齢の多い２０－５９歳は、６５９件で、割合は１５．３％となって
いる。

男性では、６０歳以上が、２，２７３件、８８．４％、２０－５９歳が、２９４件、１１．４％と
なっている。

女性では、６０歳以上が、１，３８６件、７９．１％、２０－５９歳が、３６５件、２０．８％と
なっている。

男女別・部位別の罹患数は、図５のとおりで、２０－５９歳では、女性の罹患数が男性
を上回っており、女性の罹患数を部位別にみると、乳がんが１３６件で、全罹患数の
３７．３％を占めている。
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図５ 男女別・部位別罹患数
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（３）年齢階級別罹患率
年齢階級別罹患率は図６－１のとお

り、男性は５０歳代後半から急激に上
昇し、その後も加齢に伴い上昇する。

女性は、乳がん及び子宮頸がんの
罹患が、２０歳代、３０歳代から高く な
ることから、２０歳～４０歳代後半まで
は、男性より罹患率が高いが、５０歳
代後半で男性の罹患率と交差し、その
後は緩やかに増加する。

臓器別にみると、図６－２，６－３のと
おり、男性は、５０歳代後半からどの臓
器の罹患率も増加しているのに対し、
女性は子宮頸がんが２０歳代前半から
罹患率が上昇し、４０歳代前半がピー
クとなる。

また、乳がんは３０歳代前半から上
昇し、４０歳代後半がピークを迎えるな
ど、若い世代に罹患率が高い特徴が
ある。
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（４）臓器別発見経緯
上皮内がんを除くがんの発見経緯は、図７のとおり、全部位で「がん検診」５．６％、「健

診・人間ドック」１０．３％、「他疾患の経過観察中」３０．７％、「その他・不明（症状受診含
む）」５３．４％であった。「がん検診」と「健診・人間ドック」によるものを合わせると１５．９％
が健診等で発見されたものであった。この健診等で発見されたものを臓器別にみると、「甲
状腺」３９．７％、「乳房」２８．２％、「前立腺」２６．４％、「子宮頸がん」２３．２％、「胃」２１．
３％、「肺」１７．４％の順であった。

上皮内がんを含む発見経緯では、図８のとおり「子宮頸がん」が４１．８％で、上皮内がん
を除く場合の１．８倍となっている。「乳房」でも３１．６％で、上皮内がんを除く場合の１．１２
倍となっている。
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